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まず私、牧原からこの本の紹介をさせていただきます。 
 
p53 deep learning は人間が教えることなく、自ら特徴を見つけるところが画期的でした。いまで
は、deep learning 系の AI の対象は画像認識から大きく広がり、自然言語処理や自動生成の分野で
も、次々と驚くべき成果をあげています。 
 
p101 たとえば、誰がそのページを見ているかを追跡するには、当時まだ提案段階にあったクッキ
ーという技術を使いました。あるウェブページにアクセスしたときに、サーバー側からブラウザに
クッキーが送られ、もう一度アクセスしたときに、前回と同じ人だとわかる仕組みです。ウェブの
閲覧履歴を追跡するためにも使われますが、ログイン情報が残されていたり、ショッピング情報な
どの情報が保存されたり、ショッピングカートの中身が残されているのも、クッキーのおかげで
す。これがさらに強化ターゲット広告へと発展していくことになります。 
 
p120 このように、ビットコインにおける取引はあらかじめ当事者同士の相対取引で、その取引を
みんなで分散して承認する仕組みがあることに、はじめから仲介者が不要な構造になっています。
どこかに情報が集まるのではなく、参加者がそれぞれ分散して処理することで、自分の思いのまま
に支配する権力者が生まれないようになっているのです。 
 
p170 アメリカがすごいのは、リボルビングドア（回転ドア）といって、民間と公共部門を行った
り来たりする人がたくさんいることです。 
国を動かす謀議体は何物にも代えがたいし、そこにしか味わえない。しかしそれだけではありませ
ん。政府関係でひとしきり仕事をしてから民間に戻ると、経験値が上がっているから、給料が跳ね
上がるのです。だから、民間でひと仕事したら、また国に行って責任のある仕事をします。その
間、給料は下がって、それは次のステップアップのための投資期間という位置付けなのです。そし
て、また民間へ戻るときにはワンランク上のポジションと給料が待っているわけです。 


